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松原の
今昔物語
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立地環境

松原の海岸線は、アオウミガメが産
卵で訪れることで知られ、月明かり

に照らされた水面に向かう子ガメたちの
旅立ちを見ることができます。また遠賀宗
像自転車道が走っており、サイクリングや、
夏には海水浴、サーフィン、釣りなどのマ
リンスポーツが楽しめます。近隣の孔大寺
山、湯川山をはじめとする山々からの景観
は雄大で美しく、成田山不動寺登り口には
空き缶が坂を登る「ゆうれい坂」という不
思議な坂もあります。一度試されたらいか
がでしょうか。

雄大で、美しい景観かつ、人々の生活を

守るかけがえのない財産

松原の
今昔物語

　明暦年間（1655 ～ 1657 年）から黒田藩が地元の村々に松
苗の植栽を奨励し、元文 3（1738）年には「田地囲の松」と
して命令を出しています。それによると、それまでの松林
が伐採されたり、飛砂害が出てきたので、造林とともに松
の伐採、下草刈さえも禁止しています。その後寛延 4（1751）
年には方針が強化され、担当区分を決めて管理者をおき、
松に害が出たときは補植を義務付け、村の森林として管理
を徹底させました。
　明治 30 年に国有林となり、昭和 15 年芦屋町に飛行場開
設（現航空自衛隊芦屋基地）、岡垣町の一部は戦後米軍演習
地として接収、後に返還され、昭和 54 年から国有管理となっ
て現在に至っています。県下最大の松林で、官林民一体と
なって維持管理が行われ、県民の生活を守るとともに、保
健休養の場として活用されています。

岡垣町波津海岸から芦屋町海岸まで約 10km に
及ぶ海岸砂丘上に形成された、クロマツを主体
とする松林で、背後の農地・住宅を守っています。

立地環境
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●電車やバスの場合
JR 鹿児島本線海老津駅下車、西鉄

バス波津方面行き20分「手野」下車、
10分
●車の場合
JR海老津駅から20分
駐車場無し

三里松原
●所在地／遠賀郡岡垣町から芦屋町
●規　模／幅0.2 ～ 1.3km、長さ9km、面積570ha、樹齢130～ 170年
●指　定／国定公園第1種特別地域、防風保安林、保健保安林
●問合せ／岡垣町農林水産課振興係　電話093-282-1211
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